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南
都
学
・
北
嶺
学
の
世
界

南
都
学
・
北
嶺
学
の
世
界

2018年4月刊行 仏
教
学
・
歴
史
学
・
建
築
学
な
ど
の
幅
広
い
視
野
よ
り
伝
統
あ
る
「
法
会
と
仏
道
」
の
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
仏
教
者
の
活
動
を
通
じ
て
、仏
道
の
現
代
的
意
義
を
問
う
。

【
編
者
紹
介
】

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。兵
庫
県
出
身
。龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
、龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、龍
谷
大
学
専
任
講
師
、助
教
授
を
経
て
、現
在
、龍
谷
大
学
教
授
、ア
ジ
ア
仏
教

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。専
門
は
仏
教
学
、特
に
唯
識
教
学
。主
要
著
書
・
論
文
に『
日
本
中
世
の
唯
識
思
想
』（
共

著
、永
田
文
昌
堂
、一
九
九
七
年
）、『
論
義
の
研
究
』（
共
著
、青
史
出
版
、二
〇
〇
〇
年
）、『
儀
礼
に
見
る
日
本
の
仏

教
│
│
東
大
寺
・
興
福
寺
・
薬
師
寺
│
│
』（
共
著
、法
藏
館
、二
〇
〇
一
年
）、『
心
要
鈔
講
読
』（
永
田
文
昌
堂
、二
〇

一
〇
年
）、『
問
答
と
論
争
の
仏
教
』(

共
著
、法
藏
館
、二
〇
一
二
年)

、『
暮
ら
し
に
生
か
す
唯
識
』(

探
究
社
、二
〇

一
三
年)

、『
回
峰
行
と
修
験
道
│
│
聖
地
に
受
け
継
が
れ
し
伝
灯
の
行
│
│
』(

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
文
化
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
１ 

、編
集
、法
藏
館
、二
〇
一
六
年)

ほ
か
多
数
あ
り
。

【
目
次
】
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判
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カ
バ
ー
・
三
〇
〇
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淳
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編

序　

文
│
│
南
都
学
・
北
嶺
学
の
構
築
に
向
け
│
│

楠　

淳
證

　
　
　

第
Ⅰ
部　

法
会
と
論
義

中
世
南
都
諸
寺
の
法
会
│
│
講
説
・
論
義
・
打
集
を
中
心
に
│
│

永
村　

眞

法
相
論
義
と
仏
道
│
│「
一
仏
信
仰
」
か
「
多
仏
信
仰
」
か
│
│

楠　

淳
證

《
薬
師
寺
の
法
会　

慈
恩
会
（
写
真
と
解
説
）》

　
　
　

第
Ⅱ
部　

法
会
の
空
間

法
会
と
講
式
│
│
南
都
・
北
嶺
の
講
式
を
中
心
と
し
て
│
│

ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク

歌
人
の
儀
式
の
『
月
講
式
』│
│
鴨
長
明
と
道
元
に
お
け
る
三
界
唯
心
│
│

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル

法
会
と
仏
堂

藤
井
恵
介

《
薬
師
寺
の
法
会　

弥
勒
縁
日
（
写
真
と
解
説
）》

　
　
　

第
Ⅲ
部　

僧
の
生
活
と
持
律

北
嶺
の
戒
律
│
│
実
導
仁
空
を
中
心
に
│
│

ポ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
ナ
ー

南
都
の
戒
律
│
│
中
世
の
復
興
か
ら
現
代
を
考
え
る
│
│

蓑
輪
顕
量

親
鸞
と
戒
律
│
│
無
戒
名
字
の
比
丘
│
│

玉
木
興
慈

《
薬
師
寺
の
法
会　

修
二
会
花
会
式
（
写
真
と
解
説
）》

　
　
　

第
Ⅳ
部　

東
日
本
大
震
災
と
仏
教
│
│
仏
道
の
現
代
的
意
義
│
│

【
基
調
講
演
】
今
、
仏
教
に
何
が
で
き
る
の
か
│
│
被
災
地
を
め
ぐ
っ
て
│
│

大
谷
徹
奘

【
講
演
１
】
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
お
け
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
対
人
支
援
に
つ
い
て

金
澤　

豊

【
講
演
２
】
宮
城
県
名
取
市
に
お
け
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
対
人
支
援
に
つ
い
て 

安
部
智
海

【
講
演
３
】
問
わ
れ
た
我
々
の
存
在
意
義
│
│
天
台
宗
防
災
士
の
誕
生
│
│

高
見
昌
良

【
講
演
４
】
仏
教
徒
と
し
て
、
今
や
る
べ
き
こ
と
と
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

森
本
公
穣

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
東
日
本
大
震
災
と
仏
教
│
│
仏
道
の
現
代
的
意
義
│
│

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

若
原
雄
昭

―
―

法
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と
仏
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―

く
す
の
き

じ
ゅ
ん  
し
ょ
う


